
一
、
は
じ
め
に

本
稿
で
は
甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
と
甲
南
大
学
心
理
臨
床
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
の
共
催
で
実
施
さ
れ
た
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
の

活
動
報
告
を
行
う
。
今
年
度
は
、｢

親
子
相
談｣

｢

う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ｣

｢

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
＆
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り｣

が

開
催
さ
れ
た
。

二
、
親
子
相
談

親
子
相
談
は
、
第
一
・
三
火
曜
日
の
午
前
中
に
、
就
学
前
の
子
ど
も
を

も
つ
保
護
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
発
達
や
子
ど
も
へ
の
関
わ

り
か
た
等
、
育
児
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
窓
口
と
し
て
設
け
て
い
る
。
本
年
度
は
一
組
の
親
子
が
利
用
し

た
。

三
、
う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ

う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ
は
、
第
二
・
四
火
曜
日
の
午
前
中

(

十
一
時
か
ら
十

二
時
半)

、
年
間
二
四
回
開
催
し
た
。
対
象
は
地
域
に
住
む
就
学
前
児
と

保
護
者
で
あ
る
。
本
年
の
利
用
者
は
、
新
規
四
二
組
、
の
べ
一
六
五
組
三

九
九
名
の
親
子
が
利
用
し
た
。
う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ
は
、
子
ど
も
の
遊
び
場

や
保
護
者
の
交
流
お
よ
び
相
談
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
本
学
の

一
室
を
使
用
し
、
親
子
が
同
室
で
過
ご
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
本
学
心
理
臨

床
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
相
談
員

(

筆
者)

と
本
大
学
大
学
院
修
了
生

(

臨
床
心
理
士)

、
本
大
学
大
学
院
生
一
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
前
半
は
親

子
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
手
遊
び
な
ど
、
親
子
の
関
わ
り
を
促
進
す
る
よ
う
な

設
定
遊
び
で
あ
る
。
ま
た
、
季
節
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
取
り
入
れ

て
い
る
。
後
半
は
、
自
由
遊
び
で
あ
る
。
子
ど
も
の
自
発
的
な
遊
び
を
尊

重
し
つ
つ
、
親
の
育
児
相
談
や
親
同
士
の
交
流
を
促
進
す
る
よ
う
な
場
を

設
け
て
い
る
。
参
加
者
の
な
か
に
は
、
子
ど
も
の
幼
稚
園
や
保
育
園
入
園

を
控
え
、
集
団
生
活
の
練
習
を
目
的
と
し
て
い
る
者
も
い
る
。
参
加
者
か

ら
は
、｢

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
と
触
れ
合
う
機
会
が
で
き
て
よ
か
っ
た｣

｢
季
節
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
家
で
で
き
な
い
内
容
が
多
く
て
よ
い｣

な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
は
、
子
育
て
中
の
親
が
、
非
日
常
的

な
体
験
を
通
し
て
、
自
身
を
振
り
返
っ
た
り
、
子
育
て
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
保
護
者
自
身
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
０

歳
か
ら
学
齢
期
ま
で
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
を
対
象
に
、
一
ク
ー
ル
全

五
回
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
年
間
二
ク
ー
ル
行
っ
た
。
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど

ん
ぐ
り
は
、
子
育
て
経
験
者
や
本
大
学
大
学
院
生
が
子
ど
も
の
託
児
を
担

当
し
た
。

四
―
一
、
二
〇
一
六
年
度
前
期

(

第
二
七
期)

第
二
七
期
は
、
新
規
参
加
者
四
名
、
継
続
参
加
者
三
名
、
計
七
名
の
保

護
者
と
子
ど
も
二
名
が
参
加
し
た
。

第
一
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク
Ⅰ｣

筆
者
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

参
加
者
が
自
己
紹
介
も
兼
ね
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
お
よ
び
フ
リ
ー
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。
主
に
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
や
情

報
交
換
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

第
二
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク
Ⅱ｣

筆
者
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
後
、
フ

リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、｢

み
な
さ
ん

の
子
育
て
の
悩
み
を
聞
い
て
心
が
楽
に
な
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ

と
が
で
き
た｣

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第
三
回：

｢

ア
ー
ト
体
験｣

本
大
学
心
理
臨
床
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー

ム
の
内
藤
あ
か
ね
相
談
員
を
講
師
に
迎
え
、
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
を
用
い

て
描
画
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、｢

自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
色
で
あ

ら
わ
し
な
が
ら
、
客
観
的
に
心
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
す
っ
き

り
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た｣

｢

き
れ
い
な
色
を
見
て
い
る
だ
け
で
幸

せ
な
気
持
ち
に
な
っ
た｣

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第
四
回：

｢

茶
道
体
験｣

本
大
学
学
生
相
談
室
の
友
久
茂
子
相
談
員

を
講
師
に
迎
え
、
茶
道
の
知
識
や
作
法
の
意
味
な
ど
を
ご
教
示
い
た
だ

き
、
参
加
者
が
お
茶
を
た
て
る
体
験
を
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、｢

日

常
と
は
違
う
異
空
間
に
と
て
も
気
持
ち
が
洗
わ
れ
、
育
児
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た｣

｢

日
頃
な
い
静
の
時
間
を
大
切
に
過
ご
せ
た｣

と
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

第
五
回：

｢

子
育
て
の
お
話｣

本
大
学
名
誉
教
授
の
松
尾
恒
子
先
生

を
講
師
に
迎
え
、｢

甘
え
と
自
立｣

を
め
ぐ
っ
て
、
参
加
者
が
話
し
合
っ

た
。全

体
を
通
し
て
、
参
加
者
が
こ
れ
ま
で
の
育
児
を
振
り
返
り
、
子
ど

も
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
確
認
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

参
加
を
き
っ
か
け
に
夫
婦
で
子
育
て
に
つ
い
て
話
を
し
た
参
加
者
も
い
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た
。
一
方
、
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り
に
参
加
し
た
子
ど
も
は
、
回

数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
子
ど
も
同
士
の
交
流
も

増
え
、
遊
び
も
活
発
に
な
っ
た
。

四
―
二
、
二
〇
一
六
年
度
後
期

(

第
二
八
期)

第
二
八
期
は
、
新
規
参
加
者
一
名
、
継
続
参
加
者
三
名
、
計
六
名
の
保

護
者
と
三
名
の
子
ど
も
が
参
加
し
た
。

第
一
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク
Ⅰ｣
筆
者
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

参
加
者
が
自
身
の
価
値
観
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
な
っ
た
。

第
二
回：

｢

ア
ー
ト
体
験｣

本
大
学
心
理
臨
床
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー

ム
内
藤
あ
か
ね
相
談
員
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
参
加
者
は

｢

過
去
・
現

在
・
未
来｣

を
テ
ー
マ
に
描
画
を
し
た
。

第
三
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク
Ⅱ｣

筆
者
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、

参
加
者
は
母
親
や
妻
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
個
人
と
し
て
の
こ
れ
ま
で

の
経
験
に
焦
点
を
当
て
て
振
り
返
る
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。

第
四
回：

｢

茶
道
体
験｣

本
大
学
学
生
相
談
室
の
友
久
茂
子
相
談
員

を
講
師
に
迎
え
、
五
感
に
注
意
を
向
け
な
が
ら
茶
道
体
験
を
行
っ
た
。

第
五
回：
｢

子
育
て
の
お
話｣

本
大
学
名
誉
教
授
の
松
尾
恒
子
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
子
育
て
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

全
体
を
通
し
て
、
参
加
者
が
子
ど
も
と
離
れ
て
自
分
の
こ
と
を
話
し
た

り
、
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
り
す
る
作
業
を
通
し
て
、
自
身
の
気
持
ち

や
考
え
を
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
表
現
し
た
。
ま
た
、
親
子
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た
期
間
だ
っ
た
と
感
想
を
述
べ
た
参
加
者
も
い
た
。
一
方
、
プ

レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
回
数
を
重
ね
る
ご

と
に
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
係
性
が
構
築
さ
れ
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
し
、

遊
ぶ
時
間
が
増
え
て
い
っ
た
。

五
、
お
わ
り
に

現
在
は
、
近
隣
の
小
児
科
や
児
童
館
な
ど
に
案
内
を
配
布
し
、
参
加
利

用
者
を
募
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
実
施
内
容

の
検
討
お
よ
び
検
証
を
改
め
て
行
い
、
地
域
に
根
ざ
し
た
子
育
て
支
援
活

動
を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

(

岩
本

沙
耶
佳)
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学
生
相
談
室
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
よ
り
人
間
科
学
研
究
所
と
の
共
同

研
究
事
業
と
し
て
、
園
芸
療
法
活
動
を
研
修
会
と
学
生
向
け
の
グ
ル
ー
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
本
立
て
で
実
施
し
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
、
研
修
会
は
、

予
算
の
問
題
と
外
部
講
師
と
の
日
程
調
整
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二

〇
〇
八
年
以
降
開
催
で
き
て
い
な
い
現
状
が
続
い
て
い
る
。
園
芸
の
専
門

家
か
ら
の
指
導
・
研
修
を
受
け
る
こ
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
園
芸
療
法
へ
の

知
見
を
深
め
、
よ
り
良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
生
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
も
ら
う
機
会
と
な
る
と
思
う
の
で
、
今
後
も
あ
き
ら

め
ず
に
研
修
会
を
開
催
す
る
努
力
を
続
け
た
い
。
以
下
、
学
生
向
け
の
園

芸
療
法
活
動
を
中
心
に
報
告
す
る
。

学
生
相
談
室
で
は
、
毎
週
金
曜
日
の
午
後
に
、
学
生
向
け
の

｢
金
曜

R
e

ア
ワ
ー｣

と
い
う
自
由
参
加
型
の
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
季
節
に
合
わ
せ
て
園
芸
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
今

年
は
、
前
・
後
期
合
わ
せ
て
計
四
回
実
施
し
た
。
内
容
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
苗
植
え
と
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
野
菜
作
り

(

五
月)

、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収

穫
と
試
食

(

一
〇
月)

、
ク
リ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

(

一
二
月)

で

あ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
に
、
春
休
み

(

二
月
末)

に
ス
タ
ッ
フ

だ
け
で
入
学
・
進
学
の
時
期
に
間
に
合
う
よ
う
に
春
の
草
花
の
寄
せ
植
え

を
行
っ
た
。
実
際
作
業
を
行
っ
た
の
は
ス
タ
ッ
フ
だ
が
、
相
談
室
内
や
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
飾
ら
れ
た
春
の
花
々
が
来
室
者
を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に

四
月
に
咲
き
誇
り
、
新
入
生
や
来
室
し
た
学
生
に

｢

春｣

と
い
う
季
節
を

味
わ
い
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
き
た
植
物

を
相
談
室
ス
ペ
ー
ス
に
飾
り
、
季
節
を
視
覚
や
臭
覚
な
ど
五
感
で
味
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
園
芸
療
法
の
う
ち
だ
と
考
え
る
。

五
月
二
一
日
に
、
学
生
相
談
室
屋
上
の
園
芸
療
法
ス
ペ
ー
ス
の
畑
に
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
た

(

写
真
①
②)

。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
は
市
場
で

出
回
る
期
間
が
短
く
、
店
頭
で
事
前
予
約
が
で
き
な
い
た
め
、
グ
ル
ー
プ

の
実
施
日
を
前
も
っ
て
計
画
し
づ
ら
い
こ
と
が
難
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
今
回
初
め
て
ネ
ッ
ト
で
苗
を
注
文
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
四

月
に
起
こ
っ
た
熊
本
地
震
の
た

め
、
一
時
交
通
網
が
不
通
と
な

り
、
注
文
で
き
る
か
ど
う
か
懸

念
し
た
が
、
幸
い
杞
憂
に
終
わ

り
苗
は
無
事
に
到
着
し
た
。
毎

年
の
こ
と
だ
が
、
こ
ち
ら
側
で

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
自

然
や
命
を
扱
う
園
芸
の
難
し
さ

を
痛
感
し
た
。

鍬
で
畑
を
耕
し
、
石
灰
や
赤

玉
な
ど
の
肥
料
を
加
え
、
畝
を
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作
る
。
か
な
り
力
を
使
う
作
業

で
あ
る
が
、
学
生
か
ら
は

｢

ス

ト
レ
ス
発
散
に
な
っ
た｣

｢

汗

を
か
く
の
は
結
構
気
持
ち
が
い

い｣

な
ど
前
向
き
な
感
想
を
も

ら
っ
た
。

そ
し
て
、
翌
週
の
二
七
日
に
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
野
菜
の
苗
を
植

え
、
一
八
号
館
入
口
の
駐
車
場

に
設
置
し
た
。
今
回
は
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
オ
ク
ラ
、

パ
プ
リ
カ
、
バ
ジ
ル
を
植
え
た

(

写
真
③)
。
二
週
続
け
て
参
加

し
た
学
生
は
、
か
な
り
作
業
に

慣
れ
、
細
か
く
指
示
を
し
な
く

て
も
自
主
的
に
動
く
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
年
は
暑
さ
が
厳
し
く
毎
日

水
や
り
を
し
て
も
水
が
す
ぐ
乾

い
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

ト
マ
ト
と
バ
ジ
ル
、
き
ゅ
う
り

は
よ
く
実
っ
た

(

写
真
④
⑤)

が
、
残
念
な
が
ら
、
オ
ク
ラ
と
パ
プ
リ
カ
は
あ
ま
り
実
が
な
ら
ず
、
特
に

パ
プ
リ
カ
の
成
長
は
遅
く
、
実
っ
た
の
は
夏
休
み
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ

た
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
六
〜
七
月
に
グ
ル
ー
プ
活
動
の
場
で
学
生
た
ち

と
試
食
し
た
。
バ
ジ
ル
は
六
月
の
金
曜R

e

ア
ワ
ー

『

ピ
ザ
を
作
ろ
う』

で
具
と
し
て
使
用(

写
真
⑥)

、
七
月
中
旬
に
入
る
と
毎
週
ラ
ン
チ
ア
ワ
ー

に
て
き
ゅ
う
り
と
オ
ク
ラ
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
野
菜
サ
ラ
ダ
を
味
見
し
た
。

ち
な
み
に
、
ラ
ン
チ
ア
ワ
ー
と
は
昼
休
み
に
学
生
相
談
室
の
サ
ロ
ン
室
で

学
生
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
昼
食
を
持
ち
寄
り
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
催
し

で
、
現
在
週
二
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
る
。

サ
ツ
マ
イ
モ
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
葉
が
な
か
な
か
茂
ら
ず
、
収
穫
時

期
は
例
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
遅
れ
、
収
穫
量
は
少
な
か
っ
た
。
一
〇
月
二
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写真② サツマイモの苗植え写真③ プランターでの野菜作り

写真④ トマトが赤くなってきました

写真⑤ 収穫したバジル



八
日
に
収
穫
し
た
も
の
は
ま
だ

小
さ
か
っ
た
の
で
、
一
〇
日
後

に
再
度
収
穫
し
た(

写
真
⑦
⑧)

。

収
穫
量
の
少
な
か
っ
た
昨
年
と

比
較
す
る
と
、
少
し
増
加
し
た

よ
う
だ
。
ま
た
、
個
々
の
サ
イ

ズ
が
大
ぶ
り
で
、
甘
み
は
強
く

お
い
し
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

収
穫
し
た
日
に
、
昨
年
と
同
じ

メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る

『

ス
イ
ー
ト

ポ
テ
ト
風
ク
ッ
キ
ー』

を
作
り

試
食
し
た
。
そ
の
後
、
二
週
間
後
の
学
祭
中
の
企
画
行
事｢

た
こ
焼
き
パ
ー

テ
ィ
ー｣

の
時
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
ご
飯
を
作
り
味
わ
っ
た
。

対
人
関
係
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
り
、
苦
手
意
識
を
持
つ
学
生
同
士
が
、

園
芸
や
調
理
を
一
緒
に
行
う
こ
と
で
、
お
互
い
の
対
人
距
離
を
近
く
し
て

い
く
様
子
も
見
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
と
思
う
。

今
後
、
一
二
月
に
は
、
バ
ラ
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
黄
金
ヒ
バ
な
ど
季

節
の
草
花
の
寄
せ
植
え
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
製
作
す
る
予
定
で
あ
る
。
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
個
人
の
作
品
に
加
え
、

一
人
一
本
ず
つ
花
を
選
び
、
順
番
に
オ
ア
シ
ス
に
さ
し
て
い
く
共
同
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
の
製
作
も
計
画
し
て
い
る
。

園
芸
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
命
あ
る
植
物
を
扱
う
難
し
さ
を
伴
う
た

め
、
準
備
や
手
入
れ
に
か
か
る
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
は
大
き
い
。
ま
た
、
予

測
で
き
な
い
天
候
に
左
右
さ
れ
、
思
う
よ
う
な
植
物
が
育
た
な
い
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
園
芸
療
法
を
通
じ
て
、
対
人
関
係
が
苦
手
な
学

生
た
ち
が
、
互
い
に
歩
み
寄
り
協
力
し
て
作
業
を
行
う
様
子
を
見
る
と
、

あ
ら
た
め
て
植
物
の
持
つ
治
癒
力
を
実
感
す
る
。
今
後
も
自
然
に
触
れ
合

う
機
会
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
学
生
相
談
室
と
い
う
限
ら
れ
た
場
で
で

き
る
工
夫
を
模
索
し
な
が
ら
、
園
芸
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。

(

渡
里

千
賀)
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写真⑥ ピザにトッピング

写真⑦ サツマイモの収穫

写真⑧ サツマイモの収穫・第２弾


